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聞という文書遺産を大量かつ豊富に閲覧できるＴｒｏｖｅは、非常に多くの利用者を呼び、歴史上の事項のリサーチ方法にも、寄せられる質問の種類にも影響をもたらした。さら 、電子化された新聞コンテンツについて、ユーザー自身がテーマのタグ付けや文章の修正、注釈の付与ができるなど、内容に直接触れられるだけでな 補強もできるというのもその大る人気の要因となってい 。これまでに行数にして一億一三〇〇万を超え 文章が修 され、より多くの行数を修正した「上位」修正者は、Ｔｒｏｖｅのホームページ
に掲載されている。●寄贈者のコミュニティ　
新聞の電子化事業について、各
地の図書館やコミュニティグループ、その他の組織もスポンサーにな
れ
る
と
い
う
の
が
人
気
の
ひ
と
つ
で、
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
独
自
の
寄
贈
者
規
範
（
C
on
tributor guidelin
es ）
を
も
とにその機会を提供している。この寄贈者規範は幅広い支持を得ており、新聞電子化事業に資金援助を行う組織や寄贈されるタイトルの多さからもそれがうかがえる。二
〇
一
〇
年
か
ら
七
一
の
寄
贈
者
に
よって四〇〇タイトル以上がＴｒｏｖｅで公開されており、また二〇一四年六月までには、寄贈された五二一の新聞タイトルの電子化が完了する予定である。このような
ス
ポ
ン
サ
ー
に
は、
A
N
P
lan
に
参
加する州立および準州立図書館はじめ、地方の図書館や自治体、歴史資料館、大学、新聞社、地元企業などが名を連ねてきた。なかには、独自の電子化事業に多くの年
数
を
費
や
し、
よ
り
大
き
な
プ
ロ
ジェクトを完成させたグループも複数あった。　
また、連携して相互に利益のあ
る事業を成功させたことのある寄
贈
者
も
い
た。
例
え
ば「
T
he C
um
-
berlan
d A
rgus an
d F
ruitgrow
-
ers A
dvocate 」
の
電
子
化
は、
あ
る段階においては、一一の地方自治
体
を
は
じ
め、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
図
書
館
評
議
会、
ニューサウスウェールズ州立図書館（
以
下、
Ｓ
Ｌ
Ｎ
Ｓ
Ｗ
）、
Ｎ
Ｌ
Ａ
との共同作業を行っている。●
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（
W
ikipedia ）
　
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
は、
最
適
の
コ
ミュニティが新聞の記述内容へのアクセス拡大に向け共同開発を行うための手段となっている。電子化された各新聞タイトルのＴｒｏｖｅ上のページには、そのタイトルに関するウィキペディアへのリンクが貼られている。ＳＬＮＳＷは、スタッフに対し新聞用 ウィキペディアの記事を作成する研修を行うだけでなく、ウィキメディア・オーストラリアと連携して、ニューサウスウェールズ州内の公立図書館のスタッフに対しても、地元の新聞に関する独自の情報についてウィキペディアを通じて共有できるよう指導を行ってきた。ＮＬＡが先日キャンベラで主催した
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は、
A
N
P
lan
メンバーである他の図書館の司書
に対しても研修が行われ、Ｔｒｏｖｅ上のデジタル化新聞を利用するユーザーが、コレクション内の新聞について有用性の高い情報にアクセスできるよう支援体制を整えている。●結論　
オーストラリアで発行される文
書遺産である新聞に無料でアクセスできるＮＬＡのＡＮＤＰによるサービスには、共同作業が重要な要素となっている。こ 共同作業は、国立、州立、準州立の図書館との共同作業であるオーストラリア新聞プロジェクトを含む様々な働きを通じて促進されてきた。電子化する 選択には、より大きなコミュニティがＮＬＡと連携しており、資金の援助から独自情報のデータベースへの追加へと繋がっている。（H
ilary B
erthon
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
新
聞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ）
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